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　進行　事務局長　安藤　信哉

大分県支部の取り組み

　高原支部長
　大分県支部としましては、東京都支部から
報告があったように、“そうめん”の販売に
力を入れております。以前には通販もあった
のですが、なくなってしまい、収入源が厳し
くなりました。そこへこのそうめん販売をし
たらどうかと提案がありました。現在では、
大きな財源の一つになっております。
　そうめん販売についていいますと、送料に
ついては注意が必要です。各個別々に分散し
て送りますと、それだけ送料がかかってしま
います。どこか１カ所に集めて受け取り、配
布する方法を探っていくことが、経費を抑え
ることができると思います。この部分が一番
頭が痛かった部分で、会員が努力して、収益
を上げてきました。
　コロナ禍が過ぎまして、感染症レベルの５
類に引き下げられたことで、いろいろイベン
ト活動が再開されてきました。安全運転集会
とか、交流グラウンドゴルフ大会等のイベン
ト活動をしている中で、何か関心が持てるこ

とが必要ではないか、もちろん障害などに関
する勉強はしていきますが、障害者が家に引
きこもりにならないよう、社会参加ができる
ように、共生社会といわれる現在の流れに
なってきていますから、自動車の運転向上の
ために、警察の交通課の課長と一緒に重大事
故が二度と起きないためのイベントを行った
り、社会参加を少しでもすすめるように体力
作りとして、グラウンドゴルフ大会を企画し
ております。大分県支部として、大きなこと
は以上のような活動です。

　進行　ありがとうございます。そうめんの
販売について、もう少し販売方法をお知らせ
ください。

　高原　そうめんの時期になりますと、主に
支部会員ですが、その他の関係者にも、チラ
シ、カタログや注文書を配布します。その結
果を集計しまして、メーカーさんに発注しま
す。送り先を私と、主にもう１人の方宛て、
２カ所に送ってもらいます。
　送られてきますと、玄関先が山積みですが、
そこから機会あるごとに手渡しで配布してい

地方組織どうしの意見交換会
①　これからの支部の事業活動について
②　支部運営の財源をどうするか　　　

第22回定時総会　福岡県大会
公開講演Ⅰ

その２　　　文責　広報部
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きます。集会や交流会等で会う機会をつくっ
ております。会員の皆さまの協力もあって、
この活動を盛り上げ、財源確保につながって
おります。

　進行　ありがとうございます。東京都支部
も参考事例として紹介したいと思います。
　沖縄県支部のように法人化して事業化し、
助成を得ていくこともありますし、そうめん
販売で企業と連携しながらうまく財源を作っ
ていくことも、やはり支部の活動としてはあ
りなのかなと思います。こうした活用事例と
して何かありましたら教えていただきたいと
思います。

石川県支部の取り組み

　橋本事務局長
　私共は、公的資金をお願いしております。
石川県身体障害者団体連合会に、私どもは席
があり、そこから年30万円の予算をいただい
ております。それからITサポートをやって
おりまして、ここで５万。共同募金等からを
含めますと、これだけでも約40万円近いお金
が、公的資金で入ってきております。
　脊髄損傷者協会に加入しているとどんなメ
リットがあるかということですが、私共160
万円ほど県と金沢市から頂いて、紙おむつと
か紙パンツの配布活動を行っています。カー
トンレベルで紙おむつ等を購入します。１
カートン何万円もするものです。そういうこ
とで、会費5000円を払っても、ぜんぜんお釣
が来るほどのものが頂けます。
　ですからメリットといえばそういうのが、
すごくメリットですし、先に述べた公的資金
も、先輩方が足繁く県庁とか市役所に足を運
んで、そういったものを獲得してきたのです。
私共はその成果をもとに現在使わせてもらっ
ております。
　会長からも一言説明を加えさせてもらいま
す。

　田中支部長　　
　私は県身連の会長をしております。石川県
身体障害者団体連合、これは多分各県にも県
身連というものがあると思います。われわれ
石川県で活動する場合は、石川県脊髄損傷者
協会というように先人の方がずっと前からこ
の名前で長く携わっておりました。県身連に
対して、理事と評議員を一人ずつ加盟してお
りまして、直接県身連に対して、人材を送っ
ております。
　そういうことから県のほうも、先ほどいっ
た30万と、県の依託事業、この紙おむつ等は、
うちの受託事業なのです。年間、県と金沢市
から約160万近くもらって、配布事業として、
前期と後期、だいたい６月の後半と12月の後
半に、会員に対して配布しております。これ
は多分、先人の方々が一生懸命、県とか市に
対して働きかけたおかげだと思っております。
　ですからとりあえず、今の時代やはり県身
連といったら日身連に通じていると思います
ので、各県が何とか加盟をして、そこから公
的なお金を取ってくるというのも一つの手で
はないかと思うのです。ただ、私が県身連の
会長をやっていて、いろいろ日身連の評議員
なんかの話を聞いておりますと、だいぶ日身
連の組織も高齢化になって人が足らないとい
う話を聞くのです。
　われわれ脊損の若い連中が県身連に入って
いって、県身連の活動を活性化するのも、一
つの日本の身体障害者団体連合会を活発にす
る手ではないかと思っております。
　
　進行　ここで、ズームの皆さん、もしくは
会場の皆さんに教えていただきたいのですが、
日身連、県身連に加入しているという支部は
ございますか。

山形県支部の取り組み

　小林全脊連理事　
　山形県支部もそうですが、ほとんどの支部
は県身障協の関連団体として入っていると思
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いますが、皆さんの支部はいかがでしょうか。
　かつては、山形県支部も県身障協から活動
資金の一部として助成金をもらっていました
が、県身障協そのものが会員減少等の収入減
で10年以上前からもらっていません。
　しかし、県に対する要望などを県身障協に
取りまとめて頂き、知事に直接お話できる機
会がありますので、今後も連携していければ
と思っています。
　ここで、山形県支部の財源確保について紹
介したいと思います。
　実は山形県支部では全国総会を２回行いま
した。その２回行った全国総会で支部財源を
残すことができました。その理由は、役員や
会員が企業や団体等に伺い《協賛金》をもら
うことができたからです。全国総会開催は役
員や会員の「やる気」を起こしますし、企業
や団体等の理解も得やすいです。
　まだ全国総会を行っていない支部も是非
行って頂き、協賛金を支部の活動資金にして
頂きたいです。アドバイスが必要でしたら、
お声がけ頂ければと思います。

青森県支部の取り組み

　山田支部長
　青森県支部では、そういう事業はやってい
なくて、財源は会費のみでやっていて、今は
財源というより、ちょっと会員が高齢化とか
人数が少ないというのがあって、会員獲得に
取り組んでおります。
　会員の中でもスポーツをされている方たち
がいらっしゃるので、そういうところに自分
たちも足を運んで、いろいろなピアサポート
活動をさせてもらって、会員を増やしていき
たいなと思っている状態です。

広島県支部の取り組み

　大村支部長　　
　広島でも会員数の減少と高齢化が、進行し
ておりまして、今、どうやって会員を集めよ
うかと苦慮しておるところであります。それ
で、個々の人が、県内の他の障害者グループ
とかかわったり交流をもって、それで別のグ
ループに入ったり、別のグループの人が脊損
に入っていただけないかと声かけをしたりし
て、メンバーの獲得に努めておるところなの
ですけれども、なかなかうまくはいっていな
いのが現状です。

三重県支部の取り組み

　松井全脊連理事
　事業活動などはしていないのですが、県の
身体障害者団体連合会に団体として、メン
バーとして加入しているのですけれども、そ
こから年にわずかですが、ピアサポート活動
事業費ということで、いただいております。
　そういう団体に入っているメリットとして、
県のユニバーサルデザインまちづくり推進協
議会がありまして、委員として入っているの
ですが、県の条例制定にかかわるということ
で、私たちの声が県や行政に反映されるとい
うメリットがあると考えております。
　会員獲得についての課題としましては、私
も他の役員の人たちも仕事をしておりまして、
その活動に費やす時間が取れないというとこ
ろです。他県の支部活動の話をお聞きします
と、それらの事業に、メインで携わっている
ということが多く見受けられますので、やは
りそこへ行くか、行かないか、というのが活
動の大きな違いかなと感じられます。
� （続く）
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１．障害福祉サービス等報酬改定について

　令和６年度障害福祉サービス等報酬改定について、令和５年７月12日のヒアリング意見
の内容を実現していただきたい。

（回 答）

１　令和６年度の障害福祉サービス等報酬改定に向けては、
　・有識者が參画する検討チームにおいて、
　・�７月から８月にかけて、約50の関係団体からヒアリングを実施し、現場のご意見を伺うと
ともに、

　・�小規模事業者を含む、各サービス事業者の収支の状況等や、直近の報酬改定の効果や影響等
の統計データを活用し、

　　丁寧に議論を進めていく予定としております。

２�　また、骨太の方針2023により、物価高騰・賃金上昇、経営の状況、支え手が減少する中で
の人材確保の必要性などを踏まえて、障害児者やそのご家族を含む当事者の方々に必要なサー
ビスが安定的・継続的に提供できるよう、しっかりと必要な検討を行ってまいります。
� （障害保健福祉部障害福祉課）
�����

23年度要望活動（省庁交渉）　開催される

公益社団法人全国脊髄損傷者連合会
� 代表理事／介護保障WG委員長
� 　大濱　眞

◀�顧問の衛藤議員の誕生日を祝ってケーキをプレゼント
なごやかに懇談できました

本年度もハイブリッドで開催　
各支部からいろいろな意見が寄せられた▶

要 望 書 へ の 回 答 が 提 示
� その１

障害福祉サービス等について（要望）
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２．訪問系サービスについて

⑴　入院中の重度訪問介護の利用について
　�　入院中の重度訪問介護の利用について、令和５年３月10日の障害保健福祉関係主管課
長会議の資料の趣旨を盛り込んだ事務連絡を、改めて発出していただきたい。

（回 答）

　令和５年３月の障害保健福祉関係主管課長会議資料において、「重度訪問介護の入院中の利用
に係る支給決定にあたっては、市町村の判断において病院等の承諾を必要としているものではな
いが、病院等と重度訪問介護事業所等が互いに十分な連携を図ることが重要であることから、自
治体の担当者は、必要に応じ、重度訪問介護の利用ができるように病院等や医療関係部局との調
整にご協力をお願いしたい。」旨を示し、自治体に協力をお願いしているところです。
　引き続き、自治体に対し障害保健福祉関係主管課長会議等の場において、協力をお願いしてま
いります。
� （障害保健福祉部障害福祉課）

⑵　通勤中や職場内、通学中や学校内の重度訪問介護について
　�　報酬告示における「外出」の定義を見直して、従来の支給決定時間数の範囲内であれば、
通勤中や職場内、通学中や学校内でも重度訪問介護を利用できるように制度を改善してい
ただきたい。

（回 答）

１　重度障害者に対する就労中の介助等の支援については、
　・障害者雇用を促進する観点から、事業主に対する助成措置を講じてきており、
　・障害者雇用促進法に基づく事業主による「合理的配慮」との関係に加え、
　・個人の経済活動に関する支援を公費で負担すべきか
　�　などといった課題がある中、重度障害者に対する支援に意欲的に取り組もうとする企業や自
治体に対し、障害者雇用納付金制度に基づく助成金の支給や、自治体への財政支援を行うな
ど、雇用施策と福祉施策が連携して、通勤・職場での支援を実施しています。

２　また、教育の現場における重度障害者に対する支援については、
　・障害者差別解消法に基づく教育機関等による「合理的配慮」との関係や、
　・これまでの教育と福祉の役割分担の関係から、
　　福祉施策と教育施策の連携により支援しています。
　　厚生労働省においては、大学等が必要な支援体制を構築できるまでの間を対象として、　　
　　「重度訪問介護利用者の大学修学支援事業」により、大学等での支援を実施しています。

３�　引き続き、自治体がこれらの事業を円滑に実施できるよう努めるとともに、関係機関の連携
による重度障害者に対する就労・就学支援を推進してまいります。
� （障害保健福祉部障害福祉課）
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３．相談支援について

　ピアサポート体制加算およびピアサポート実施加算の算定要件の１つとなっている、いわ
ゆる「準ずる研修」について、令和６年３月31日までの経過措置を恒久化していただきた
い。
　〇�　計画相談支援、障害児相談支援、地域移行支援、地域定着支援、自立生活援助、就労
継続支援Ｂ型について、令和３年４月にピアサポート体制加算とピアサポート実施加算
を創設していただきました。

　　�　この算定要件の１つに、都道府県地域生活支援事業の障害者ピアサポート研修を修了
したピアサポーターの配置が挙げられていますが、令和６年３月31日までの経過措置
として、都道府県研修に準ずると指定権者が認める研修を修了した場合も認められてい
ます。

　〇�　しかし、そもそも都道府県研修の開講がまだまだ低調で、このままでは多くのピアサ
ポーターについて研修要件が失効してしまうのではないかと懸念しています。

（回 答）

１�　ご指摘の経過措置は、都道府県又は指定都市が実施する障害者ピアサポート研修が開始され
ていない地域において、これに準ずる研修を修了することをもって加算の算定を認める取扱い
です。

２�　全ての都道府県において障害者ピアサポート研修の実施を可能とするため、中心的な役割を
担う都道府県等の研修担当職員や当事者、専門職の方に対する国の研修を令和４年度から実施
し、令和４年度は、38都道府県、９指定都市の方が受講しました。

３�　令和５年度は、●都道府県、●指定都市の方に受講していただく予定（数字は意見交換会当
日までに判明予定）となっており、多くの都道府県で障害者ピアサポート研修が実施できる体
制の構築が進んでいると考えられることから、経過措置を恒久化することは考えておりません。
� （障害保健福祉部障害福祉課地域生活・発達障害者支援室）

４．新高額障害福祉サービス等給付費について

　高齢障害者が介護保険サービスを利用する場合の利用者負担の償還払いについて、「介護
保険サービスに相当する障害福祉サービスを60歳～65歳の５年間にわたって利用している
こと」という対象者の要件を撤廃していただきたい。
　また、特定疾病の障害者が40歳や65歳に到達したときについても、新高額障害福祉サー
ビス等給付費の対象とするように、法改正を実現していただきたい。

（回 答）

　〇�　本制度は、障害のある方が65歳に到達することによって、介護保険サービスを優先的に
利用することが求められることにより、利用者負担が生じるという高齢の障害のある方の課
題に対応するために創設された仕組みです。
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　〇�　このため、介護保険制度では高齢者に利用者負担をしていただいていることとの公平性等
にも留意しつつ、65歳に至るまで相当の長期間にわたり障害福祉サービスを利用してきた
低所得でかつ一定程度重度の高齢の障害のある方であって、障害福祉サービスに相当する介
護保険サービスを利用する方を軽減措置の対象としたものです。

　〇�　このような見直しの趣旨や、65歳になると就労等により収入を得る機会が限定されるこ
と等を勘案し、より支援の緊要度の高い65歳以上の高齢の障害者の方のみを対象としてお
ります。

� （障害保健福祉部障害福祉課）

５．電動車椅子の付加機能について

　日常生活を送り就労するうえで必要な電動車椅子の機能については、特例補装具として支
給の対象としていただきたい。
　また、特例補装具について、対象者の障害の現症や生活環境から必要な機能を有した製品
を適切に支給するため、補装具費支給判定については、更生相談所の医師の意見ではなく、
対象者の主治医や担当理学療法士の意見書などを最重視するように、制度を改めていただき
たい。

（回 答）

　〇�　電動車椅子への機能付加について、障害の現症、生活環境その他真にやむを得ない事情の
ため、補装具の種目等を定めている告示別表によることができない場合には、市町村に特例
補装具として申請いただくことになります。

　〇�　特例補装具の支給決定に当たっては、身体障害者更生相談所において、身体障害者等の機
能障害の状況並びに日常生活能力及び職業的作業動作能力の状況等について医学的判定を行
い、市町村はこの医学的判定を踏まえて支給決定することとされています。

　　�　このため、個々人の生活環境等にもよりますが、生活面や就労面での必要性等が認められ
れば、特例補装具として支給される可能性があります。

　〇�　ご要望いただいた、対象者の主治医や担当理学療法士からもご意見を伺うことは、大切で
あると考えており、補装具費支給事務取扱指針においても、市町村は、補装具費の支給に当
たり、医師や理学療法士等の専門職員等と連携を図りながら、身体障害者・児の身体の状
況、職業、生活環境等の諸条件を考慮するよう示しており、身体障害者更生相談所などの現
場でも同様の運用がなされていると承知しています。これらの運用が更に徹底されるよう、
引き続き周知等に取り組んでまいります。

� （障害保健福祉部企画課自立支援振興室）
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千葉県支部　尾崎ひかる

　みなさん　こんにちは！
　子どもたちから風邪の菌をもらって毎日鼻
声の尾崎です�。
　幸い私は熱は出ず鼻風邪の症状だけなんで
すが、ついこないだ、子どもたちは夏風邪を
見事にひいてしまい38℃～39℃の高熱でダウ
ンしていました。
　そんな子どもたちですが、先日お兄ちゃん
の、りんたろうは２歳の誕生日を迎えること
ができました♪。プレゼントしたキックバイ
クで30分かけて公園に行って、疲れていても
「帰りに消防署にいこう」というと、また頑
張れるのはすごいなぁと感心しました。
　弟のてんちゃんは10ヶ月になり、ハイハイ
が上手にできるようになりました！
　少し前までお兄ちゃんに、おもちゃを奪わ
れたり、やられっぱなしだったのに、近頃は
お兄ちゃんに突進して水筒を奪い去ったり、
おもちゃもお兄ちゃんの手からもぎ取って泣
かせたり早くも負けん気の強さが伺えて面白
いです。

　そして先日、山武市の一棟貸しの古民家に
妹家族と旅行にいってきました。
　特にバリアフリーの作りだったわけではあ
りませんが、室内はほとんどフラットで、浴
槽のへりも広く、玄関の段差だけ車椅子を持
ち上げてもらえれば大丈夫だなと思い予約し
ました♪
　トイレは間欠バルーンをつけていったので
全く問題無く、室内はタイヤカバーを付けて
実際なんのストレスもなく利用できました。
　屋外でバーベキューと花火と特大トランポ
リンをしたり、子どもたちは初めての経験ば
かりで大興奮でした♪

　周りに家もなかったので、気兼ねなく大騒
ぎできたのも、よかったです。

　一見車椅子では無理かな�と思っても事前
に下調べしたり、問い合わせてみると意外と
大丈夫だった！という事はよくありますよね。
　とっても楽しかったので家族の恒例行事に
したいなと思いました。

　だんだんコロナ前の日常に戻ってきて、以
前より出かけやすくなり、どこに行っても混
んでるイメージですが�みなさんもお身体に
気をつけて外出楽しんでください♪
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第８回

社会的弱者も支援を受けて生きてよい ２　　立岩真也さんの言葉から

（【】内の言葉は、７月末に急逝した立岩真
也さんの言葉を
http://www.arsvi.com/ts/20100028.htm　
2010年11月１日の講演から直接引用していま
す。）

　【ぼくは、何が気になってものを書いてい
るかっていうか、何を言いたくてものを書い
ているかというと、多分、ほんとに一つだけ
のことで、この世、われわれが住んでいるこ
の社会っていうものは、「できる」というこ
とがあって、「できない」ということがあっ
て、「できる」と「得をする」、「できない」
と「損をする」というか、「生きていられな
い」という、そういうふうになっているわけ
ですよ。それが、ぼくには、どうしても、な
にかいいことだと思えたことがなくて、で
も、それがいいと言う人もいるので、そのこ
とについて、「いや、ぼくは絶対そう思わな
い。」ということをどういうふうに言ったら
いいのかということを考えてものを書いてき
たら、30年ぐらい経っちゃったみたいなこと
なんですね。】

　中途障害を得るというのは、多くの場合
「できていた」ことが「できなくなる」とい
うことです。だから、つらい。特に健常者の
ときに「できること」でたくさん「得してき
た」人は、障害を得て出合う「できなくな
る」という現実をなかなか認め、肯定するこ
とができない。そんな人ほど、支援を受ける
ことにも素直になれない。恥ずかしがった
り、惨めに思ったり。
　それでも障害を乗り越えて「生産性」を維
持できる人もいる。そのことが生きる支えに
なる。それはとりあえずは素敵なことです。
　でも、そのことで「生産性」を取り戻せな
い障害仲間への優越感が生まれていたりしな
いか？寄り添うべき「側」を見誤っているこ
とはないか？

　【障害って、簡単にいえば、できないって
ことです。どうしようもなくできなくて、で
も、生きたい人がいて、そういう人たちと
か、その人たちを支える人たちがいて、そう
いう人たちがどうやって生きていくかってこ
とをちゃんと考えている人たちっていうの
が、ぼくの前にいてくれて、だから、その人
たちが言ったことを、なんか言葉を足して言
うとどういうふうに言えるかってことを、ぼ
くは多分言ってきたんだろうと思います。だ
から基本は簡単です。「いのち観」ったら、
生きているんだから生きさせろ、みたいな、
それだけです。】

　生きている「私」や「あなた」が生きるの
に支援が必要であれば、それを提供する仕組
みをつくればいい。それなのに、世の中、ど
ういうわけかそれに反することを考えたり、
言ったりする人たちが絶えない。ちょっと不
思議です。
　立岩さんは、制度を作る側の官僚や政治家
たちを「具体的なレベルで、本当に知らない
んです。あきれるほど無知だ」と評してい
る。そしてそれは、健常者時代の私たち中途
障害者にも当てはまる。私は障害世界のこと
に関して、かなり無知でした。あなたはどう
でしたか？

　【「いのち」ってことについては、「生きて
るんだから、つべこべ言うな」ぐらいのこと
しか言えない、言わなくていいと思うんです
よ。】
� （写真　雨の後のエノコログサ）
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アンリミテッド陸上スポーツ
� フェスティバル

渋谷　真子

連　載

　アンリミテッド陸上フェスティバルをご存知ですか？ハンディなく互いに競い合い、スポーツ
を楽しむことを。障害の有無に関わらずどんな人でも、どんな思いも「ごちゃまぜ」で楽しめる
スポーツフェスティバルです。
　大阪のヤンマースタジアム長居で数年前から行われています。今年は９月15日に行われ、初め
て参加してきました。パラ陸上の選手登録者は公式記録として認定されるような真面目さもある
一方で、私は一度もやったことない、やり投げ競技に車椅子の友達と参加しました。座位で女子
で参加したのは私と友達だけで、男子も競技として行っている１人しかいないほど、座位でのや
り投げ選手は日本でいないそうです。しかし、アテネ・北京オリンピック日本代表だった村上幸
史さんやアジア世界選手権で銅メダルを獲った宮下梨沙さんなど錚々たるメンバーもゲストでい
らっしゃり、投げ方を教えていただきました。
　２人しか参加者がいないので、投げてしまえば銀メダル以上が確定な中で、どっちが金を獲る
かの激しい闘いになりました。友達は体幹や脚も効くけど力が弱い。私は体幹も足も効くけど腕
力はある。練習中もほとんど距離が同じくらいでした。本番は３投投げて一番いい記録で争いま
す。結果は�私が８m88cm、友達が８m60cmという接戦で、見事金メダルを獲得しました。東
京パラリンピックの座位の部の決勝戦記録をみてみると、９位の人で10mという記録だったので
あともう少し！！　来年は10mを目指して頑張ります。
　100m競走では８レーンの中に健常者（大人）・健常者（子供）・片足義足の年長さんくらいの
子・両足義足の大人など本当にごちゃまぜでレースをしたり、それこそリレーもダウン症の子が
いるチームや陸上部所属の中学生チームがいたり。陸上競技以外にも本気でパン食い競走や紙飛
行機飛ばし、ｅスポーツやボッチャなどもあります。どうしても選手の方の参加が多かったです
が、もっと一般の人たちも参加してワイワイ盛り上がるフェスティバルになってほしいなと思い
ました。来年開催される時はご興味ある方は一緒にスポーツを楽しみませんか？
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千�歳�観�光�連�盟
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紀行　原稿

　前回に引き続き北海道編です。

　千歳観光連盟の方とお話した時に、連盟の
どういうところが一押しポイントですか？と
お聞きしたところ、福祉車両を購入したこと
です！とひとこと。
　また福祉車両を所有したのみならず、福祉
タクシーとしても営業しているところが、一
般的な観光連盟にはなかなかないことです。

　どういう福祉タクシーかというと、よくあ
る後ろにリフトやスロープがついて、そのま
ま車椅子で乗るタイプではありません。
　千歳観光連盟の福祉タクシーは、一般的な
車の形と同じで、後部座席の真ん中の左側か
ら椅子が回転して出てきて、車椅子ユーザー
と同じ高さになるので乗り移り、そこから自
席に電動で戻るというサイドリフトアップチ
ルトシートを使用した車になっています。
※写真参照
　個人的に座席に座れたことでよかったこと
は、他の人と同じ目線になれるということで
す。リフト式やスロープ式で寂しいなと感じ
ることは、自分だけ一番後ろで取り残されて
いる感じや孤独感、目線が異なることがあり
ます。なので、一緒に旅行した車椅子ユー
ザーの方と同じ目線で旅行を一緒に楽しめる
感じがあり、心が楽だし、楽しいよねという
話をしました。

　しかしながら一部、重度障害の方や大型車
椅子など自力で乗り移りが難しい方にとって
は、誰一人残さないという解釈でいうと違う
のかもしれませんが、旅行を一緒に、同じ目
線で楽しんでほしいという考え方でいうと、
こういったタイプの福祉タクシーもありなの

ではないかと思いました。
　福祉車両を導入して、旅行を楽しめない人
という人たちに対して、０を１にしたり、０
を10にしたり、千歳観光連盟のそういった試
み自体が素晴らしいなと思いました。

　沖縄の移動が大変という記事を思い出して
もらいたいのですが、旅行で一番不安な部分、
かつ一番重要な部分は“移動”の部分です。
この移動の部分をいかにスムーズに行えるか
によって、旅のストレスが変わると思います。
　コンテンツは支笏湖や新千歳空港にも近い
ということもあるので、立地に恵まれている
にもかかわらず、そこからの観光の点と点を
結ぶものができなかったということで、タク
シーを購入したことは良いポイントだったの
ではないかと思います。

　最後に、旅の不安やユニバーサルな対応に
不安がある人は、千歳観光連盟さんに気軽に
連絡していただければと思います。
①千歳観光連盟トップページ

千歳観光連盟ユニバーサル対応ページ②
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あんしんカード配布し
　　　　　　啓発推進

公明党県本部
　関東大震災から100年を迎え、緊急時の身
元確認に役立つ「災害時あんしんカード」の
普及に、公明党県本部が力を入れている。今
年は啓発を進めるためにカードをリニューア

ル。駅頭で配布するほか、町内会でも啓発活
動に役立ててもらう計画だ。
　あんしんカードは2013年に党神奈川県本部
が作製・配布を始めた。四つ折りでカードサ
イズ。11年の東日本大震災の教訓を生かそう
と、最寄りの避難所や家族の集合場所を書き
込む欄を設けたほか、災害用伝言ダイヤル
（１７１）の利用方法や、持病、アレルギー、
常用薬の記入欄もある。
　党県本部の三浦信祐代表（参院神奈川選挙
区）は「災害のときは自助・共助が大切。防
災に取り組む政治の責任ある立場として、い
ざに備えて県民の防災意識を高めていきた
い」と話している。　　　

　　※�一つの事例として例示。各自それそれ
にあった「安心カード」を保持したい
ものです。
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施設が連携し　　　
　　　炊き出し訓練

　藤沢市の福祉関連施設・団体が集まり、災
害時のための炊き出し訓練が行われた。���
　障害者施設や高齢者施設、社会福祉法人や
包括支援センターなど13施設・団体25人が参
加。市防災危機管理室や、地区の防災組織連
絡協議会と民生委員も協力し、コンクリート
ブロックを組んだ手製のカマドと鍋、新聞紙
を使い炊飯を行った。

　燃料の新聞紙は、棒状に固く絞るようにし
て密接度を高め、長時間使えるように加工。
参加者らはカマドの組み方や鍋の位置なども
工夫し、新聞紙の量で火の勢いを調整しなが
ら、25分ほど約10合の米飯を炊き上げた。
　参加者からは「貴重な体験ができた」「今
回得た知識と経験を、ほかの場所でも伝えて
いきたい」といった声が上がっていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

情報共有で迅速救助
災害時新システム運用 来年４月
　災害時に活動する公共機関が現場の画像や
位置情報などを共有できる専用の通信システ
ムの運用を来年４月から始めることが、関係
者への取材で分かった。総務省が先導し、地
方自治体や警察、消防、自衛隊などでの利用
を想定する。各機関が同じシステムを使うこ
とで、迅速な救助復旧に役立てる。通信大手
インターネットイニシアティブ（ＩＩＪ）が
通信サービスを提供する。
　総務省は実施に向け、2023年度中に自治体
などを含めた実証実験をする予定。警察や消
防で使う独自の無線も利用を継続しながら、
防災や災害対応のデジタル化を目指す。
　このシステムは「公共安全ＬＴＥ」と呼ば
れ、米国や韓国では既に同様の仕組みが導入
されている。
　スマートフォンのアプリを通じて災害現場
の画像を共有し、現場と災害本部をつなぐオ
ンライン会議を開くことも可能。これまでは
各機関で独自の通信手段を使っており、円滑
な情報交換が難しいとの指摘があった。
　ＩＩＪは自前の通信網を持たず、ＮＴＴド
コモとＫＤＤＩから有償で回線を借りている。
災害で片方の回線に障害が発生した場合は、
もう一つの回線で通信を確保。緊急性の高い
局面や通信が混雑した場合でもつながりやす
さを維持できる仕組みを整えた。通信規制を
受けない「災害時優先電話」も利用できる。
　システムを利用する場合は、市販のスマホ
に専用のＳＩＭカードを差し込むなどして使
う。特殊な端末は必要なく、費用も抑えられ
るという。
　ＩＩＪはＮＴＴ
グループとＫＤＤ
Ｉが出資する通信
大手で、格安スマ
ホ事業を展開。企
業や官公庁のＩＴ
インフラやセキュ
リティー対策も幅
広く手がけてい
る。
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被災地で水を再生利用
�ベンチャーと行政連携

　ＳＤＧｓの取り組み　NO．６
　　　　　安全な水とトイレを世界中に
　飲料水、入浴、トイレ―。水は私たち
が生きていくために欠かせない存在だ
が、世界では大勢の人が十分確保できな
い状態にある。日本でも災害時などに水
不足は頻発し、決してひとごとではな
い。2030年までに全ての人が安全な水
やトイレを利用できるようにする手掛か
りを探った。

　自然災害で水道施設が被災した地域住民を
支援しようと、ベンチャー企業と行政が連携
し、水を再生利用できる機器を導入する取り
組みが広がりを見せている。老朽化が進む巨
大インフラを自治体が維持できなくなる懸念
も強まる中、高コストの水道施設の在り方に
一石を投じている。

　▽「心がながまった」

　７月の雨で被災した秋田県五城目町。浄水
場が浸水し、一時は町のほぼ全域、3500世帯
が断水状態に陥った。発生から４日後、避難
所となった体育館や、浸水被害が大きかった
地区の公園など３カ所に簡易シャワー計６機
が設置された。
　代わる代わる汗や泥を流す住民からは「心
がながまった（秋田の方言で休まったの意
味）」「数日ぶりの入浴で、すっきりした」と
喜びの声が上がった。車で30分の温浴施設を
利用していたという館岡亮子さん（72）は
「家の近くで入浴できるのは、すごく助かる。
近所の人にも教えます」と話した。
　シャワーの水は、ベンチャー企業、ＷＯＴ
Ａ（東京）が開発した水循環機器で供給して
いる。持ち運び可能な１ｍ四方の大きさで、
排水を４種類のフィルターに通してろ過、塩
素消毒、紫外線照射など除菌処理を施し、
シャワーは１回あたり40～60ℓ程度の水を使
用するが、この機器を使えば100ℓの水で約

100回入浴できる。タンクやシャワーとホー
スでつなぎ、脱衣場やシャワー室のテントを
立て、１基当たり約15分で設営が完了する。

　▽高まる断水リスク

　ＷＯＴＡは2014年の設立後、16年の熊本地
震や18年の西日本豪雨などの被災地で入浴を
支援してきた。相次ぐ災害を受け、各地から
の問い合わせが増えており、現在は数十の自
治体が同社の水循環機器を配備している。
　徳島県松茂町は南海トラフ巨大地震に備
え、20年から計２基を用意しており、避難所
への設置を想定する。担当者は「何日も入浴
できない人が出ないように配備を決めた」と
話す。
　高度経済成長期に集中的に整備された水道
施設は老朽化が進み、災害による断水リスク
が高まっている。ＷＯＴＡの前田瑶介社長
（30）は「人口減少が進む多くの自治体で、
上下水道事業の経営が悪化し続けている」と
みる。
　そこで前田社長は、維持管理に膨大なコス
トがかかる上下水道の代替手段として、各家
庭に水循環機器を設置、排水を再生利用する
仕組みを提唱する。「経済合理性を高めるだ
けでなく、災害に強い持続可能な水システム
の構築につなげたい」
� 神奈川新聞　
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　近年、多様な自然災害が全国各地で多発しています。そのような事案に遭遇した
全脊連会員へ生活支援等に即応すべく支援金の存在は心強いものです。その準備の  
ために平時から募金活動を継続したいと思います。厳正に別会計として管理し公開  
してまいります。皆様からのご協力を心よりお願い申し上げます。
　大規模災害発生時には、従来からの特定募金を実施したいと思います。
　日頃より、防災意識の向上に心がけましょう。

　万華鏡　54　　酒と女と国政と③
� 千葉県支部　出口　臥龍　
　お目にかかる機会はなかったが、立花隆さんとは、取材のポイントについて何度
かやり取りした。紙面の割付の関係上、新聞記事は重要部分から書くが、週刊誌は
プロットをしっかりたて、掘り下げていく。かくして「田中角栄金脈事件」は1974
年の文春の紙面を飾った。一介の媒体が、飛ぶ鳥を落とす勢いの田中政権を覆した
現実に、慄（おのの）いた◆今年10月５日号で、「○○事件」は忽然として紙面か
ら消えた。８月３日号から２カ月続いた連載は、終了したかに見えた。様々な噂が
流れた。出版界の大物が仲介に立って、官邸側と週刊文春が手打ちをしたという真
しやかな憶測もあった。私は半世紀前の「田中角栄の金脈事件」を思い浮かべた。
時の政権と死闘を演じた文春魂はどこへいったのか。やはり50年という歳月を経て
時代背景が変わったのか◆ところがどっこい。文春は諦めたわけではなかった。週
刊誌ではなく、ネット版オンラインで「ホンボシ」という連載を開始した。2018年
に再捜査をかけた捜査責任者が、詳しく事件を振り返る。連載だから、単行本にす
るハラだろう。さらに10月19日、週刊文春は遺族が「刑事告訴」を警察に提出した
と報道した。田中内閣を締め上げていった文春魂は、半世紀を経てなお生き続けて
いたのである。� （おわり）

〔記〕
【お振込先】

　郵便振替����００１１０－２－１７００７６

　　　加入者名��公益社団法人　全国脊髄損傷者連合会　宛へ

　　　※　通信欄に「災害支援金」とご記載ください。

災害支援金への募金のお願い
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●新入会員
　　和歌山県支部　　笠　野　高　央

●支部所在地変更
　　東京都支部　　〒194-0013
　　東京都町田市原町田4-18-6
　　　　　マーブルパレス101号室
　　　　パーソナルアシスタント町田内
　　　　　　支部長　三　井　智　哉
　　　　　　　� TEL：090-1261-5057

●死亡退会
　謹んでお悔やみ申し上げます
　　東京都支部　　小　田　政　利　様
　　長崎県支部　　馬場嵜　　　豊　様

●寄　　付
　　埼玉県支部　　亀　田　藤　雄　様
　　�　本部および「災害支援金」にご寄付
いただき、ありがとうございました。

組織部報告11月

　＜編集後記＞

　みなさん、ゲノム編集の言葉は、聞い
た人も多いと思います。遺伝子を切るク
ルスパー・キャス９（DNAの二本鎖切断
を原理とする遺伝子改変ツールです）は、
DNAを切り貼りで替える事より、遺伝子
の組み替えが可能になります。
　私たちは、医療行為はできませんが良い
方向に導くことは可能だと思います。

　臓器移植も新しい方法で、ブタの内部に
患者の心臓、肝臓、腎臓、すい臓などを造
り、移植するには、副作用がないので、多
量な薬を飲まなくても良い状態になり、副
作用がなくなる事になります。
　今後の再生医療に期待したいと思いま
す。
� （すけ）

距距距距距距距距距距距距距距距距原稿をお寄せください
　各支部で発行する機関紙に掲載された研修会や行事の報告等をお寄せくだ
さい。また、会員の皆様で、旅行記や意見、エッセイなどの原稿も、本部へ
お寄せください。役立つ情報を共有したいと思います。あわせて支部機関誌
も本部にお送りください。参考にさせていただきます。
　私小説、ご自分の研究報告、体験談など多彩な原稿をお寄せください。
　また、以前に利用したホテルなどの情報もお寄せください。�
　お待ちしています。
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